
今年の推しは秘湯！　尾瀬かたしな水芭蕉乃湯「梅田屋旅館」

第回

日　商

「
き
ら
り
輝
き
観
光
振
興
大
賞
」

結
城
商
工
会
議
所
が
受
賞

表
彰
式
は
２
月

日
、水
戸
大
会
で

草津温泉スキー場

２施設がオープン
通年型リゾート実現に一歩

蒲
郡
の「
つ
ま
菊
」を
使
用

ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
完
成
信金組織

層
雲
峡
で
Ｃ
Ｆ
始
ま
る

１
月
７
日
ま
で
募
集
　

目
標
額

万
円

夜
景
と
ワ
イ
ン
を

楽
し
む
イ
ベ
ン
ト

札
幌
で
初
開
催

新
・
南
都
八
景
は

映
え
る
ス
ポ
ッ
ト

奈
良
市

　
群
馬
・
片
品
村
で
「
尾
瀬
か
た
し
な

未
来
構
想
委
員
会
」
が
開
催
さ
れ
た
。

村
の
未
来
を
地
域
一
体
で
創
り
上
げ
よ

う
と
、
梅
澤
志
洋
村
長
自
ら
が
本
部
長

を
務
め
る
。
委
員
に
は
高
校
生
を
は
じ

め
地
域
住
民
や
事
業
者
ら
が
名
を
連

ね
、
村
の
未
来
像
を
議
論
す
る
。

　
未
熟
な
座
長
の
私
を
い
つ
も
助
け
て

く
れ
る
の
が
、
観
光
分
野
を
得
意
と
す

る
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
の
宮
口
直
人
氏
で

あ
る
。
宮
口
氏
の
声
か
け
で
、
コ
ピ
ー

ラ
イ
タ
ー
で
作
家
の
川
上
徹
也
さ
ん
を

講
師
に
お
招
き
し
、
短
文
で
魅
力
を
伝

え
る
極
意
や
ス
ト
ー
リ
ー
ブ
ラ
ン
デ
ィ

ン
グ
を
学
ん
だ
。
物
語
性
を
持
た
せ
る

こ
と
は
、
ヒ
ッ
ト
商
品
を
生
む
第
一
歩

で
も
あ
る
。

　
そ
の
後
の
懇
親
会
は
、
村
役
場
近
く

の
尾
瀬
か
ま
た
宿
温
泉
・
水
芭
蕉
乃
湯

「
梅
田
屋
旅
館
」
で
開
催
さ
れ
た
。
尾

瀬
の
玄
関
口
で
あ
る
片
品
村
の
一
軒
宿

で
、
「
日
本
秘
湯
を
守
る
会
」
の
会
員

宿
で
も
知
ら
れ
る
。
昭
和
の
ハ
イ
キ
ン

グ
や
バ
ブ
ル
期
の
ス
キ
ー
ブ
ー
ム
で
、

県
内
外
に
多
く
の
フ
ァ
ン
を
獲
得
し
た

湯
宿
で
あ
る
。

　
遠
く
山
々
は
雪
化
粧
し
て
い
る
。
マ

イ
カ
ー
は
冬
タ
イ
ヤ
に
履
き
替
え
た
の

で
安
心
だ
。
懇
親
会
の
あ
と
は
、
そ
の

ま
ま
泊
ま
っ
て
、
ゆ
っ
く
り
温
泉
三
昧

す
る
こ
と
に
し
た
。
美
人
蕉

ひ
め
ば
し
ょ
う

の
湯
は
半

円
形
で
木
の
香
り
が
漂
う
。
野
趣
あ
ふ

れ
る
露
天
風
呂
に
も
癒
や
さ
れ
た
。

　
１
９
７
５
年
発
足
の
日
本
秘
湯
を
守

る
会
は
、
今
は
な
き
「
朝
日
旅
行
」
の

前
身
「
朝
日
旅
行
会
」
の
創
業
者
・
岩

木
一
二
三
氏
が
「
秘
湯
」
と
い
う
造
語

を
生
ん
だ
こ
と
に
始
ま
る
。
同
社
の
会

員
誌
「
旅
な
か
ま
」
に
、
か
つ
て
連
載

を
し
て
い
た
縁
も
あ
り
、
同
会
を
応
援

し
た
い
と
筆
者
は
考
え
て
い
る
。

　
こ
れ
ま
で
も
檜
枝
岐

ひ
の
え
ま
た

温
泉
の
「
旅
館

ひ
の
え
ま
た
」
や
群
馬
の
「
法
師
温
泉

　
長
寿
館
」
な
ど
を
訪
ね
歩
い
た
。
ど

れ
も
後
世
に
遺
す
べ
き
、
貴
重
な
湯
宿

ば
か
り
。
ス
タ
ン
プ
を
も
ら
う
に
は
、

同
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
の
予
約
に
限

る
。
一
般
Ｏ
Ｔ
Ａ
と
は
料
金
も
異
な
る

の
で
二
の
足
を
踏
ん
で
い
た
が
、
秘
湯

の
推
し
活
の
た
め
に
今
年
は
ス
タ
ン
プ

帳
に
挑
戦
す
る
の
が
目
標
だ
。

　
翌
朝
、
梅
田
屋
旅
館
の
女
将
・
星
野

由
紀
枝
さ
ん
と
、
し
ば
し
会
話
し
て
か

ら
宿
を
あ
と
に
し
た
。
落
語
家
の
立
川

談
志
さ
ん
（
故
人
）
や
各
界
の
著
名
人

ら
が
頻
繁
に
利
用
し
て
き
た
。
夫
に
早

く
に
先
立
た
れ
て
か
ら
は
、
女
手
一
つ

で
守
り
抜
い
て
き
た
。
跡
継
ぎ
が
い
ら

し
て
、
さ
ぞ
心
強
い
こ
と
だ
ろ
う
。

　
筆
者
が
同
会
に
関
心
を
得
た
の
は
、

福
島
・
微
湯

ぬ
る
ゆ

温
泉
「
旅
館
二
階
堂
」
を

訪
ね
て
か
ら
だ
。
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
交
流
・

暮
ら
し
ネ
ッ
ト
の
顧
問
で
あ
る
二
階
堂

晋
一
さ
ん
の
ご
実
家
で
、
活
動
仲
間
で

ひ
と
っ
風
呂
浴
び
に
立
ち
寄
っ
た
の
が

き
っ
か
け
だ
。
　

　
長
兄
の
故
・
二
階
堂
匡
一
朗
氏
が
つ

づ
っ
た
「
吾
妻
山
回
想
譜
　
先
人
に
捧

ぐ
る
鎮
魂
歌
」
を
読
め
ば
、
郷
土
へ
の

熱
い
思
い
が
伝
わ
る
。

　
と
は
い
え
、
山
深
い
秘
湯
宿
の
経
営

は
通
年
営
業
で
は
採
算
が
と
り
づ
ら

い
。
建
物
も
老
朽
化
し
て
い
る
た
め
、

営
業
継
続
が
厳
し
い
と
う
か
が
っ
た
。

　
近
代
的
な
宿
も
よ
い
が
、
ひ
な
び
た

雰
囲
気
の
秘
湯
宿
を
地
域
が
守
る
取
り

組
み
が
、
今
、
求
め
ら
れ
て
い
る
。
後

継
ぎ
が
い
な
い
の
で
あ
れ
ば
公
的
機
関

な
ど
が
買
い
取
っ
て
存
続
さ
せ
る
と
い

っ
た
議
論
を
始
め
る
と
き
に
あ
る
。

　
さ
て
、
先
述
し
た
梅
澤
村
長
は
、
委

員
会
の
冒
頭
に
「
と
に
か
く
観
光
で
来

て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
オ
ー
バ
ー
ツ

ー
リ
ズ
ム
対
策
で
窮
す
る
自
治
体
が
あ

る
一
方
、
さ
ら
な
る
来
訪
を
期
待
す
る

地
域
も
あ
る
。
Ｓ
Ｎ
Ｓ
や
口
コ
ミ
効
果

で
、
あ
れ
よ
と
い
う
間
に
急
増
す
る
可

能
性
も
あ
る
。
ど
の
よ
う
な
戦
略
を
と

る
か
、
今
が
知
恵
の
絞
り
ど
き
だ
。

　
（
淑
徳
大
学
　
経
営
学
部
　
観
光
経

営
学
科
　
学
部
長
・
教
授
　
千
葉
千
枝

子
）
　
　
　
　
　
　
　
　
＝
隔
週
掲
載
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日
本
商
工
会
議
所
は
こ
の
ほ
ど
、
２
０
２
３
年
度
「
全
国
商
工
会
議
所
き
ら
り
輝

き
観
光
振
興
大
賞
」
の
大
賞
に
、
結
城
商
工
会
議
所
（
茨
城
県
結
城
市
）
の
「
ま
ち

な
か
音
楽
祭
『
結
い
の
お
と
』
」
を
選
ん
だ
。
表
彰
式
は
２
月

日
、
水
戸
市
で
開

催
予
定
の
「
全
国
商
工
会
議
所
観
光
振
興
大
会
２
０
２
４
ｉ
ｎ
水
戸
」
の
全
体
会
議

で
行
う
。
同
大
賞
は

年
度
に
創
設
、
今
回
で

回
目
と
な
る
。

パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗

（
上
）
と
ク
リ
ス
タ
ル

天

鈴木市長（中央）、川本理事長（右端）らに
よる完成披露式

　
全
国
の
信
用
金
庫
で
組
織

す
る
「
よ
い
仕
事
お
こ
し
ネ

ッ
ト
ワ
ー
ク
」
（
事
務
局
＝

城
南
信
用
金
庫
）
は

月


日
、
愛
知
県
蒲
郡
市
の
特
産

品
「
つ
ま
菊
」
を
使
い
醸
造

し
た
ク
ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
「
つ

ま
菊
ラ
ガ
ー
星
畑
」
の
完
成

披
露
式
を
東
京
・
羽
田
の
同

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拠
点
「
よ

い
仕
事
お
こ
し
プ
ラ
ザ
」
で

行
っ
た
。

　
つ
ま
菊
は
刺
し
身
な
ど
の

脇
に
添
え
ら
れ
る
小
さ
な

菊
。
蒲
郡
市
は
生
産
量
日
本

一
の
愛
知
県
の
中
で
主
要
産

地
と
な
っ
て
い
る
。

　
同
市
の
鈴
木
寿
明
市
長
は

「
完
成
し
た
ビ
ー
ル
は
黄
金

色
に
光
り
、
菊
の
香
り
が
し

て
喉
越
し
も
爽
快
で
お
い
し

い
。
来
年
の
市
制

周
年
の

お
祝
い
で
飲
み
た
い
」
。

　
城
南
信
用
金
庫
の
川
本
恭

治
理
事
長
は
「
今
後
も
よ
い

仕
事
お
こ
し
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
地
域
活
性
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
で
、
全
国
各
地
の
名
産
品

と
コ
ラ
ボ
し
た
新
商
品
を
開

発
し
、
日
本
中
の
魅
力
を
こ

こ
羽
田
の
地
か
ら
発
信
し
た

い
」
と
述
べ
た
。

　
商
品
は
１
本
３
３
０
㍉
㍑

入
り
で
、税
込
み
８
８
０
円
。

販
売
１
本
に
つ
き
１
０
０
円

を
醸
造
会
社
が
蒲
郡
市
な
ど

に
寄
付
す
る
。

　
同
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
は
コ
ロ

ナ
禍
で
苦
境
に
あ
っ
た
全
国

の
自
治
体
、
中
小
企
業
を
応

援
す
る
一
環
で
、
全
国
各
地

の
名
産
品
と
コ
ラ
ボ
し
た
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
や
ス
イ
ー
ツ

を
開
発
し
て
い
る
。
今
回
の

蒲
郡
市
と
の
取
り
組
み
は
ク

ラ
フ
ト
ビ
ー
ル
と
し
て
は


作
目
。

　
奈
良
市
観
光
協
会
は
、
ユ

ネ
ス
コ
世
界
遺
産
「
古
都
奈

良
の
文
化
財
」
登
録

周
年

を
記
念
し
、
「
新
・
南
都
八

景
」
制
定
に
向
け
オ
ン
ラ
イ

ン
投
票
を
呼
び
掛
け
て
い
た

が
、
こ
の
ほ
ど
投
票
結
果
を

発
表
し
た
。

　
新
・
南
都
八
景
は
八
つ
の

構
成
資
産
（
東
大
寺
、
興
福

寺
、
春
日
大
社
、
春
日
山
原

始
林
、
元
興
寺
、
薬
師
寺
、

唐
招
提
寺
、平
城
宮
跡
）の
、

最
も
写
真
映
え
す
る
撮
影
ス

ポ
ッ
ト
と
な
る
。
新
八
景
は

次
の
通
り
。

　
東
大
寺
＝
二
月
堂
の
眺
め

▽
興
福
寺
＝
若
草
山
か
ら
の

興
福
寺
遠
望
▽
春
日
大
社
＝

春
日
鳥
居
の
前
で
た
た
ず
む

鹿
▽
春
日
山
原
始
林
＝
滝
坂

の
道
▽
元
興
寺
＝
日
本
最
古

の
屋
根
瓦
▽
薬
師
寺
＝
南
大

門
付
近
か
ら
の
白
凰
伽
藍
全

景
▽
唐
招
提
寺
＝
金
堂
▽
平

城
宮
跡
＝
平
城
宮
跡
の
空
。

　
例
え
ば
、
唐
招
提
寺
の
金

堂
に
つ
い
て
は
「
南
大
門
か

ら
の
参
道
の
中
ほ
ど
か
ら
全

景
が
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
に
収
ま

る
。
撮
影
の
際
は
空
を
大
き

め
に
撮
る
の
が
お
す
す
め
」

と
ア
ド
バ
イ
ス
し
て
い
る
。

　
ち
な
み
に
、
南
都
八
景
は

①
東
大
寺
の
鐘
②
春
日
野
の

鹿
③
南
円
堂
の
藤
④
猿
沢
池

の
月
⑤
佐
保
川
の
蛍
⑥
雲
井

坂
の
雨
⑦
轟
橋
（
と
ど
ろ
き

ば
し
）
の
旅
人
⑧
三
笠
山
の

雪
―
だ
っ
た
。

　
層
雲
峡
地
区
（
北
海
道
上

川
町
）
の
宿
泊
施
設
や
商
店

街
の
若
手
、
町
職
員
で
成
る

「
層
雲
峡
未
来
観
光
戦
略
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
（
西
野
目
智

弘
座
長
）
は

月

日
、
大

雪
山
の
自
然
を
保
護
し
、
未

来
に
つ
な
げ
る
た
め
、
ク
ラ

ウ
ド
フ
ァ
ン
デ
ィ
ン
グ
（
Ｃ

Ｆ
）
を
始
め
た
。
募
集
期
間

は
１
月
７
日
ま
で
と
短
い

が
、
目
標
の

万
円
達
成
に

支
援
を
呼
び
掛
け
て
い
る
。

　
全
日
本
空
輸
（
Ａ
Ｎ
Ａ
）

の
Ｃ
Ｆ
「
Ｗ
ｏ
ｎ
ｄ
ｅ
ｒ
Ｆ

Ｌ
Ｙ（
ワ
ン
ダ
ー
フ
ラ
イ
）」

を
通
じ
て
寄
付
を
募
っ
て
い

る
。

　

年
は
層
雲
峡
温
泉
の
開

湯
１
０
０
年
に
当
た
り
、
同

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
も
結
成

年

の
年
だ
っ
た
。
「

年
を
節

目
に
新
た
な
チ
ャ
レ
ン
ジ
を

し
た
い
」
と
し
て
Ｆ
Ｃ
を
行

う
こ
と
に
し
た
。

　
集
ま
っ
た
寄
付
金
は
、
①

層
雲
峡
の
紅
葉
の
名
所
「
紅

葉
谷
」
へ
の
ア
ク
セ
ス
向
上

の
た
め
、
多
言
語
看
板
を
整

備
②
紅
葉
谷
に
自
生
す
る
天

然
記
念
物
「
ヒ
カ
リ
ゴ
ケ
」

の
保
存
③
次
世
代
の
子
供
た

ち
が
こ
の
大
自
然
に
興
味
を

持
っ
て
も
ら
う
た
め
の
大
雪

山
国
立
公
園
ジ
ュ
ニ
ア
レ
ン

ジ
ャ
ー
育
成
冊
子
の
作
成
―

に
使
う
。

　
寄
付
額
に
応
じ
て
、
ホ
テ

ル
大
雪
の
宿
泊
券
や
大
雪
森

の
ガ
ー
デ
ン
ペ
ア
入
園
チ
ケ

ッ
ト
、
黒
岳
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ

リ
フ
ト
乗
車
券
ペ
ア
チ
ケ
ッ

ト
な
ど
が
受
け
取
れ
る
。
問

い
合
わ
せ
は
層
雲
峡
観
光
協

会
、
☎
０
１
６
５
８
（
２
）

１
８
１
１
。

　
ワ
ン
ダ
ー
フ
ラ
イ
は
Ａ
Ｎ

Ａ
　
Ｘ
が
運
営
す
る
購
入
型

Ｃ
Ｆ
で
、
支
援
者
は
ク
レ
ジ

ッ
ト
カ
ー
ド
の
ほ
か
、
Ａ
Ｎ

Ａ
マ
イ
ル
も
使
え
る
。

　
結
城
商
工
会
議
所
は
、
ま

ち
づ
く
り
機
関
で
あ
る
Ｔ
Ｍ

Ｏ
結
城
会
社
と
連
携
し
て

「
結
い
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の

活
動
に
取
り
組
ん
で
お
り
、


年
か
ら
回
遊
型
の
音
楽
祭

「
結
い
の
お
と
」
を
開
催
し

て
い
る
。

　
寺
社
仏
閣
や
酒
蔵
、
結
城

紬
の
産
地
問
屋
な
ど
を
ユ
ニ

ー
ク
べ
ニ
ュ
ー
と
し
て
ラ
イ

ブ
ス
テ
ー
ジ
に
活
用
。
出
演

者
に
は
結
城
紬
を
着
て
も
ら

い
、
参
加
者
に
着
物
の
レ
ン

タ
ル
を
行
う
な
ど
独
自
の
試

み
が
Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
大
き
な
反

響
が
あ
っ
た
と
い
う
。

　
当
初
の
動
員
数
は
２
０
０

人
程
度
だ
っ
た
が
、
開
催
を

重
ね
る
た
び
に
話
題
と
な

り
、

年
度
は
２
日
間
で
１

万
人
を
超
え
る
な
ど
一
大
イ

ベ
ン
ト
に
成
長
。
経
済
効
果

は
６
千
万
円
ほ
ど
で
、
新
た

な
雇
用
も
生
み
出
し
て
い
る

こ
と
な
ど
が
高
く
評
価
さ
れ

た
。

　
優
秀
賞
は
、
小
松
商
工
会

議
所
（
石
川
県
小
松
市
）
の

「
オ
ー
プ
ン
フ
ァ
ク
ト
リ
ー

『
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ
』
モ
ノ
ヅ
ク

リ
エ
キ
ス
ポ
」
が
受
賞
。

　
モ
ノ
ヅ
ク
リ
エ
キ
ス
ポ
で

は
、
工
場
や
工
房
の
見
学
を

観
光
商
品
化
し
、
販
売
す
る

と
と
も
に
、
体
験
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
「
イ
ベ
ン
ト
型
」
か
ら

「
通
年
販
売
」
へ
の
移
行
を

目
指
し
て
「
商
品
・
販
路
開

拓
チ
ー
ム
」
を
結
成
。
専
門

家
の
支
援
の
も
と
、
商
品
開

発
や
販
路
開
拓
を
推
進
す
る

ス
キ
ー
ム
を
設
計
し
た
。

　
ま
た
、
異
業
種
と
の
交
流

の
場
と
な
る
「
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｂ
Ａ

サ
ロ
ン
」
も
開
催
。
ベ
テ
ラ

ン
経
営
者
や
若
手
ク
リ
エ
ー

タ
ー
、大
学
生
ら
が
参
加
し
、

連
携
し
て
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ

課
題
の
解
決
に
取
り
組
ん
で

い
る
と
い
う
。

　
き
ら
り
特
別
賞
は
、
室
蘭

商
工
会
議
所
（
北
海
道
室
蘭

市
）
の
「

時
間
滞
在
型

『
撮
り
フ
ェ
ス
ｉ
ｎ
室
蘭
』」

（
地
域
資
源
活
用
）
、
今
治

商
工
会
議
所
（
愛
媛
県
今
治

市
）
の
「
今
治
ク
リ
テ
リ
ウ

ム
～
今
治
を
世
界
中
の
サ
イ

ク
リ
ス
ト
の
聖
地
に
」
（
ス

ポ
ー
ツ
ツ
ー
リ
ズ
ム
）
、
八

女
商
工
会
議
所
（
福
岡
県
八

女
市
）
の
「
八
女
福
島
観
光

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～
古
民
家
ホ

テ
ル
を
核
と
し
た
地
域
活
性

化
と
観
光
の
展
開
」
（
地
域

資
源
再
興
）―
が
選
ば
れ
た
。

　
八
女
市
内
に
は
宿
泊
施
設

が
少
な
い
た
め
、
八
女
商
工

会
議
所
は

年
４
月
に
古
民

家
を
改
装
し
、
「
八
女
茶
の

産
地
テ
ィ
ー
ホ
テ
ル
」
を
コ

ン
セ
プ
ト
に
し
た
「
Ｎ
Ｉ
Ｐ

Ｐ
Ｏ
Ｎ
Ｉ
Ａ
Ｈ
Ｏ
Ｔ
Ｅ
Ｌ
八

女
福
島
商
家
」
を
開
業
。
そ

の
後
、
周
辺
商
店
街
の
売
り

上
げ
が
増
加
し
、
新
規
出
店

も
相
次
い
だ
。
後
発
の
古
民

家
ホ
テ
ル
２
棟
も
開
業
す
る

な
ど
、
地
域
経
済
の
拡
大
に

貢
献
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
電
気
自
動
車
周
遊

コ
ー
ス
の
設
置
や
八
女
茶
カ

フ
ェ
の
常
設
、
八
女
ソ
ム
リ

エ
ス
ク
ー
ル
事
業
を
立
ち
上

げ
、
人
材
育
成
や
観
光
客
受

け
入
れ
態
勢
の
強
化
に
も
取

り
組
ん
で
い
る
。

　
奨
励
賞
は
７
商
工
会
議
所

が
受
賞
し
た
。

　
　
　
　
　
【
内
井
高
弘
】

　
草
津
温
泉
ス
キ
ー
場
（
群

馬
県
草
津
町
）
に
新
し
い
ゴ

ン
ド
ラ
と
山
頂
部
の
展
望
レ

ス
ト
ラ
ン
が
完
成
し
た
。


月

日
に
は
黒
岩
信
忠
町
長

ら
が
出
席
し
て
竣
工
式
が
行

わ
れ
た
。
ゴ
ン
ド
ラ
が
ス
キ

ー
場
オ
ー
プ
ン
に
合
わ
せ


日
か
ら
、
レ
ス
ト
ラ
ン
は


日
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
営
業
を
開

始
し
た
。

　
同
町
は
ス
キ
ー
場
に
つ
い

て
、
年
間
を
通
し
て
集
客
が

見
込
め
る
「
通
年
型
山
岳
リ

ゾ
ー
ト
」
に
す
る
こ
と
を
目

指
し
て
い
る
。
２
施
設
の
稼

働
で
、
同
リ
ゾ
ー
ト
実
現
に

大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し

た
。
次
は
メ
イ
ン
レ
ス
ト
ラ

ン「
天
狗
山
レ
ス
ト
ハ
ウ
ス
」

の
建
て
替
え
で
、

年
中
の

完
成
を
目
指
し
て
い
る
。

　「
パ
ル
ス
ゴ
ン
ド
ラ
天
狗
」

の
建
設
費
は
約
８
億
円
。
１

台
８
人
乗
り
で
３
台
が
連

結
、
計

台
が
稼
働
。
全
長

４
７
３
㍍
を
２
分
ほ
ど
で
結

ぶ
。
料
金
は
大
人
で
片
道
８

０
０
円
（
往
復
１
５
０
０

円
）
、
子
供
６
０
０
円
（
同

千
円
）
。

　
山
頂
部
に
は
「
天
狗
山
展

望
ハ
ウ
ス
」
が
あ
っ
た
が
、

１
９
８
５
年
建
設
で
老
朽
化

が
進
み
、店
舗
面
積
も
狭
く
、

ト
イ
レ
も
男
女
兼
用
１
カ
所

の
み
で
不
便
さ
は
否
め
な
か

っ
た
。
約
２
億
円
を
か
け
て

建
て
た
展
望
レ
ス
ト
ラ
ン
の

名
称
は
「
ク
リ
ス
タ
ル
天

（
そ
ら
）」。２
階
建
て
で
、

座
席
数
は

席
。
ト
イ
レ
は

男
女
別
に
し
た
。
ガ
ラ
ス
張

り
の
た
め
、
温
泉
街
や
ス
キ

ー
場
を
眺
め
な
が
ら
食
事
が

楽
し
め
る
。

　
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
を
意
識

し
、
す
し
職
人
が
握
る
本
格

的
な
す
し
や
ア
ル
コ
ー
ル
類

を
提
供
す
る
。
営
業
時
間
は

午
前
９
時
半
～
午
後
４
時

（
ナ
イ
タ
ー
営
業
日
は
午
後

８
時
半
ま
で
）
。

　
同
ス
キ
ー
場
は

年
の
本

白
根
山
の
噴
火
で
面
積
は
大

き
く
減
少
。
ス
キ
ー
に
頼
ら

な
い
ス
キ
ー
場
運
営
に
か
じ

を
切
り
、
ジ
ッ
プ
ラ
イ
ン
や

日
本
一
高
い
ブ
ラ
ン
コ
「
ス

カ
イ
ス
ウ
ィ
ン
グ
」
な
ど
を

整
備
し
た
。
今
回
の
施
設
も

そ
の
一
環
。

　
札
幌
市
内
の
観
光
施
設
や

ホ
テ
ル
な
ど
で
夜
景
や
景
観

を
楽
し
み
な
が
ら
北
海
道
産

の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン

を
堪
能
し
て
も
ら
う
イ
ベ
ン

ト
「
Ｓ
ａ
ｐ
ｐ
ｏ
ｒ
ｏ
　
Ｓ

Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｋ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｇ
　
Ｗ
Ｉ

Ｎ
Ｅ
　
Ｄ
Ａ
Ｙ
Ｓ
　
２
０
２

３
」
が
１
月
８
日
ま
で
、
開

催
さ
れ
て
い
る
。

　
地
元
の
イ
ベ
ン
ト
企
画
会

社
「
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
ジ
ャ

パ
ン
」
が
札
幌
の
新
し
い
観

光
コ
ン
テ
ン
ツ
に
、
と
初
め

て
企
画
し
た
。

　
大
倉
山
ジ
ャ
ン
プ
競
技
場

や
さ
っ
ぽ
ろ
テ
レ
ビ
塔
、
Ｊ

Ｒ
タ
ワ
ー
の
レ
ス
ト
ラ
ン
、

京
王
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル
な
ど


カ
所
が
参
加
。札
幌
や
小
樽
、

余
市
、
富
良
野
な
ど
道
内
各

地
の
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ

ン
を
そ
ろ
え
、
そ
れ
ぞ
れ
オ

リ
ジ
ナ
ル
プ
ラ
ン
で
提
供
し

て
い
る
。

　
特
に

年
前
に
日
本
で
初

め
て
瓶
内
二
次
発
酵
製
法
に

よ
る
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ

ン
が
誕
生
し
た
日
で
あ
る


月

日
に
は
、
記
念
企
画
と

し
て
Ｊ
Ｒ
タ
ワ
ー
で
の
音
楽

演
奏
や
参
加
施
設
４
カ
所
を

周
遊
す
る
無
料
バ
ス
の
運
行

も
行
っ
た
。

　
北
海
道
で
は
、
近
年
、
ワ

イ
ン
づ
く
り
へ
の
取
り
組
み

が
急
速
に
広
が
り
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
数
も

年
前
の
３
倍
強

の

件
に
と
増
加
し
て
い

る
。

　
イ
ン
タ
ー
リ
ン
ク
ジ
ャ
パ

ン
の
阿
部
さ
お
り
代
表
は
、

「
北
海
道
の
気
候
風
土
が
ワ

イ
ン
づ
く
り
に
適
し
て
お

り
、
各
地
で
高
品
質
な
ス
パ

ー
ク
リ
ン
グ
ワ
イ
ン
が
続
々

と
誕
生
し
て
い
る
。
ぜ
ひ
、

日
本
新
三
大
夜
景
の
美
し
い

景
観
と
あ
わ
せ
て
堪
能
し
、

札
幌
な
ら
で
は
の
特
別
な
時

間
を
過
ご
し
て
も
ら
い
た

い
」
と
呼
び
掛
け
て
い
る
。


